
 

 

 

 

 

2024 年 1 月 25 日発表 

 

京葉線沿線トップスポーツチーム連動プロモーションについて 
～「KEIYO TEAM6+」として新たなチームを迎えます！～ 

 

東日本旅客鉄道株式会社千葉支社（以下、JR 東日本千葉支社）と、JR 京葉線沿線に本拠地を持ち活動するスポ

ーツチーム 、バルドラール浦安、千葉ジェッツ、オービックシーガルズ、千葉ロッテマリーンズ、千葉ゼルバ、

ジェフユナイテッド市原・千葉は、2016 年 8 月よりスポーツによる京葉線沿線のまちづくり・活性化の推進を目

的に、 ｢KEIYO TEAM6｣ として活動してまいりました。 

この度、新たに浦安 D-Rocks、IBM BIG BLUE、アルティーリ千葉の 3 チームが加わり「KEIYO TEAM6+（ケ

イヨウチームシックスプラス）」として９チームで活動し、下記内容にて、連動プロモーションを実施することと

なりましたのでお知らせいたします。 

 

 

○「KEIYO TEAM6+」とは 

◆JR 東日本千葉支社では、2015 年に「京葉ベイサイドラインプロジェクト」を立ち上げ、｢選ばれ続ける

京葉線｣の実現に向けて取り組んでいます。2016 年 8 月より、「KEIYO TEAM6」を 6 チームで発足しま

した。 

◆各チームは、各競技のトップリーグに所属するスポーツチームであり、京葉線ならではの魅力と位置づけ、

同取り組みを通じて、「地域」と「チーム」の盛り上げを図っています。地域のチームとしての理解が深

まり新たなお客様を獲得すること、また、チームが相互に連携することで、競技の枠を超えてすべてのチ

ームを応援してくださるファン層を増やすことを目指しています。 

◆これまでの個々のチームの映り方とは違った存在感を示し、これまで観戦したことのない競技にも足を運

んでいただけるよう、各チームと JR 東日本千葉支社で連携し、参画するチームを応援する楽しみを提供

してまいります。 

◆今回、新たに京葉線沿線に本拠地を持ち活動する浦安 D-Rocks、IBM BIG BLUE、アルティーリ千葉の 3

チームから、参画の要望をいただき、本施策の目的・主旨にご賛同いただいたことから、9 チームで新た

に「KEIYO TEAM6+」として活動していきます。 

 

 

○取り組みの目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

地 域 

●スポーツによる京葉線沿線地域の魅力あるまちづくり、元気な地域づくりの推進 

●沿線にお住まいの方や、沿線に訪れる方から、選ばれ愛され続ける地域・路線の実現 

チーム 

●競技の枠を超えた相乗効果による各チームの認知度向上 

●地域のチームとしての理解促進と地域の皆様から応援いただく風土づくり 

●応援を通じた地域の人々の交流の創出 

●各チームが目指す沿線地域活性化の推進 



 

 

 

 

 

○京葉線地図・チーム所在地・活動拠点  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○参加チーム（京葉線駅順） ※太字赤帯は新規参入チーム 

チーム名 運営会社名 所属リーグ 本拠地最寄り駅 

バルドラール浦安 浦安スポーツネットワーク株式会社 フットサル F リーグ 新浦安駅 

浦安 D-Rocks               株式会社 NTT Sports X ラグビー ジャパンラグビー リーグワン 新浦安駅 

千葉ジェッツ 株式会社千葉ジェッツふなばし バスケットボール B リーグ 西船橋駅 

オービックシーガルズ 株式会社 OFC アメリカンフットボール X リーグ 新習志野駅 

千葉ロッテマリーンズ 株式会社千葉ロッテマリーンズ 野球 NPB 海浜幕張駅 

IBM BIG BLUE 日本アイ・ビー・エム・スポーツ株式会社 アメリカンフットボール Xリーグ 海浜幕張駅 

千葉 ZELVA 一般社団法人 千葉ライズ バレーボール V リーグ 千葉みなと駅 

アルティーリ千葉 株式会社アルティーリ バスケットボール B リーグ 千葉みなと駅 

ジェフユナイテッド市原・千葉 ジェフユナイテッド株式会社 サッカー J リーグ 蘇我駅 

 

○ビジュアルデザイン 

◆メインマーク 

前回のロゴに引き続き、京葉線のシンボルカラーの赤をモチーフに、 

KEIYO TEAM6+の各チームが、地域とチームの連携により 

盛り上げを図る「旗振り役」となって、京葉線沿線の地域の 

皆様に応援来ていただきたいとの思いを込めた。 

 



 

 

 

 

 

 

○2024 年のプロモーション概要 

 

① JR 東日本交通広告媒体でのビジュアルプロモーション 

◆駅貼りポスター・駅デジタルサイネージによる告知 

（掲出期間） 1 月以降、順次 

（掲 出 駅） 京葉線各駅及び千葉支社管内主要駅 

◆駅・トレインチャンネル等でのプロモーション動画放映 

（掲出期間） 3 月中旬～ 

 

② 各チームホームゲーム盛り上げ 

各チームのホームゲームの一定期間に合わせて、各試合会場の 

最寄り駅にて応援の機運醸成を実施します。 

◆選手による駅構内・車内放送 

◆駅ポスター掲示 

◆駅係員のユニフォーム着用 等 

駅も一体となり「KEIYO TEAM6+」のチームを応援します。 

 

③ KEIYO TEAM6+リアルイベント 

KEIYO TEAM6+を盛り上げるリアルイベント等を実施 

※詳細は後日お知らせします。 

 

④ アプリ「京葉線プラス」内「クロストーク」 

各チームの注目選手や共通点をもつ選手・スタッフが、 

競技の枠を越えて様々なテーマでトークを行う、「京葉線プラス」 

限定のコンテンツ「クロストーク」をアプリ内に掲載します。 

 

このほかの連携プロモーションは、決定次第お知らせいたします。  

 

 

 

 

京葉線プラス ～京葉線沿線＆「KEIYO TEAM6」情報アプリ～ 

◆詳細URL 

http://www.jreast.co.jp/chiba/keiyosen-appli/ 

◆提供 

東日本旅客鉄道株式会社 

 

 

※写真・イラスト等はすべてイメージです。実際のものとは異なる場合がありますのでご了承ください。  

※イベント内容等は予告なく変更・中止となる場合があります。  

※記載の内容は、2024 年 1 月現在の情報です。 

 

 

第24回クロストーク 

（ジェフユナイテッド市原・千葉レディース×バルドラール浦安ラス・ボニータス） 

2017 年プロモーションイベントの様子 

ダウンロードは 

こちら 

 

駅構内放送の様子 ホームゲーム盛り上げの様子 

2024 年メインビジュアル 駅貼りポスターの様子 

http://www.jreast.co.jp/chiba/keiyosen-appli/


 

 

 

 

 

 

参考資料 

 

○各チームプロフィール 

【 バルドラール浦安 】                  

会社名 浦安スポーツネットワーク株式会社 リーグ初年度 2007 年 

会社住所 千葉県浦安市猫実 1-19-36  
浦安商工会議所会館 1 階 

獲得タイトル 全日本フットサル選手権（2008 年）優勝 

代表 代表取締役 塩谷 竜生 活動拠点 千葉県浦安市 

設立 1998 年 12 月 ホーム バルドラール浦安アリーナ 

■チーム紹介 

浦安市をホームタウン、浦安市総合体育館をホームアリーナとし、2007 年よりス

タートした F リーグへ参戦。2016 年より日本女子フットサルリーグがスタートし、

女子チーム「バルドラール浦安ラス・ボニータス」が同リーグへ参戦。2020 年よ

り浦安市総合体育館のネーミングライツを取得し「バルドラール浦安アリーナ」へ。 

  

 

 

 

【 浦安 D-Rocks 】    

会社名 株式会社 NTT Sport X リーグ初年度 2022 年 

会社住所 東京都千代田区永田町 2-11-1 

山王パークタワー 
獲得タイトル NTT JAPAN RUGBY LEAGUE ONE 2022-23 

DIVISION2 優勝 

代表 代表取締役社長 下沖 正博 活動拠点 千葉県浦安市 

設立 2022 年 6 月 主な試合会場 ゼットエーオリプリスタジアム 

スピアーズえどりくフィールド 
駒沢オリンピック公園総合運動競技場 

■チーム紹介 

2022 年に誕生した新チーム。D-Rocks の D には「Dynamic(躍動)」、「Dream(夢)」、

「Delight(歓喜)」が、Rocks には岩のような力強さと、略語である【ROX】から「す

ごい」「最高」という意味も込められており、一枚岩のチーム力でファンを感動・魅

了するチームであり続ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

参考資料 

【 千葉ジェッツ 】    

会社名 株式会社千葉ジェッツふなばし リーグ初年度 2016 年 

会社住所 千葉県船橋市湊町 2 丁目 3-17 
湯浅船橋ビル 6F 

獲得タイトル 2020-21 シーズン B リーグチャンピオンシップ優勝 

地区優勝 4 回、天皇杯優勝 4 回 

代表 代表取締役社長 田村 征也 活動拠点 船橋市を中心とする千葉県全域 

設立 2010 年 9 月 ホーム 船橋アリーナ 

■チーム紹介 

船橋市をホームタウンとするプロバスケットボールクラブ。『千葉県をバスケットボ

ール王国にする』というビジョンのもと、地域に根差し、競技人口の増加を目的と

したバスケットボールの普及ならびに地元から多くのプロを輩出することを目指し

た選手育成の強化、そしてブースターの皆さまや競技者たちに憧れを持ってもらえ

るような強く魅力的なトップチームを目指しております。 

 

 

【 オービックシーガルズ 】                  

会社名 株式会社 OFC リーグ初年度 X リーグ 1996 年 

会社住所 千葉県習志野市茜浜 3-6-3 獲得タイトル 日本選手権優勝 8 回  

日本社会人選手権優勝 9 回 

代表 代表取締役 並河 研 活動拠点 千葉県習志野市 

設立 1983 年 11 月 主な試合会場 第一カッターフィールド（秋津サッカー場）  

富士通スタジアム川崎 

■チーム紹介 

1983 年に企業内同好会として創部し、1988 年に実業団チームとなる。 

その後、クラブチーム化を経て、2003 年に株式会社オービックがメインスポンサ

ーとなり、「オービックシーガルズ」が誕生、同年、千葉県習志野市を本拠地に活動

開始。 

 

 

【 千葉ロッテマリーンズ 】    

会社名 株式会社千葉ロッテマリーンズ リーグ初年度 1949 年 

会社住所 千葉県千葉市美浜区美浜 1 番地 獲得タイトル 日本一 4 回、リーグ優勝 5 回 

代表 代表取締役社長 高坂 俊介 活動拠点 千葉県 

設立 1949 年 ホーム ZOZO マリンスタジアム  

■チーム紹介 

1949 年、毎日新聞社を親会社とする「毎日オリオンズ」が誕生。1969 年から「ロ

ッテオリオンズ」に。1992 年、本拠地を川崎球場から千葉マリンスタジアム（現・

ZOZO マリンスタジアム）に移転、「千葉ロッテマリーンズ」となる。 

 



 

 

 

 

 

 

参考資料 

【 IBM BIG BLUE 】    

会社名 日本 IBM スポーツ株式会社 リーグ初年度 X リーグ 1996 年 

会社住所 千葉県千葉市美浜区中瀬１丁目１ 獲得タイトル 社会人選手権準優勝 3 回 

代表 代表取締役社長 相浦 功治 活動拠点 千葉市を中心とする千葉県全域 

設立 1976 年 主な試合会場 富士通スタジアム川崎,横浜スタジアム他 

■チーム紹介 

1976 年に日本 IBM の有志により Thinkers として創部。1989 年に強化スポーツ部

に指定されたのを機に米国 IBM の愛称である BIG BLUE にチーム名を変更。2003

年にクラブチームへ登録変更、2019 年に活動拠点を海浜幕張に移し、日本 IBM を

メインスポンサーとする地域密着型のチームとして活動している。 

  

 

【 千葉 ZELVA 】                  

会社名 一般社団法人 千葉ライズ リーグ初年度 2015 年 

会社住所 千葉県千葉市中央区大森町 153-9 獲得タイトル 2020-21 V.LEAGUE DIVISION 3 準優勝 

代表 代表理事 吉川 明 活動拠点 千葉市 

設立年月日 2015 年 11 月 ホーム YohaS アリーナ ～本能に、感動を。～ 

■チーム紹介 

2012 年、千葉県選抜として活躍していた選手を中心に結成。チーム名は千葉市の

公募にて（ホームタウンである千葉市の市木「けやき」の学名ゼルコバから）命名。

2023-24 シーズンより、YohaS アリーナ～本能に感動を～（千葉公園体育館）で

ホームゲームを行っている。 

  

 

【 アルティーリ千葉 】    

会社名 株式会社アルティーリ リーグ初年度 2016 年 

会社住所 千葉県千葉市中央区問屋町 1-35 
ポートサイドタワー22F 

獲得タイトル 2022-23 シーズン 地区優勝 

代表  代表取締役 CEO 新居 佳英 活動拠点 千葉市 

設立 2020 年 7 月 ホーム 千葉ポートアリーナ 

■チーム紹介 

2020 年 7 月 1 日に新たに誕生した男子プロバスケットボールクラブ。 

千葉県千葉市をホームタウン、千葉ポートアリーナをホームアリーナとする。 

"世界中のファンを魅了するクラブを創る"というビジョンのもと、関わるすべての

人々の日常を豊かにするようなクラブを目指して活動中。 

 



 

 

 

 

 

 

参考資料 

【 ジェフユナイテッド市原・千葉 】    

会社名 ジェフユナイテッド株式会社 リーグ初年度 1993 年 

会社住所 千葉県千葉市中央区川崎町 1-38 獲得タイトル ヤマザキナビスコカップ（2005/2006） 

代表  代表取締役 島田 亮 活動拠点 千葉県市原市・千葉市 

設立年月日 1991 年 6 月 ホーム フクダ電子アリーナ 

■チーム紹介 

1993 年の J リーグ開幕から参加する「オリジナル 10」のクラブのひとつ。市原市

と千葉市をホームタウンとする。昨シーズンは J2 リーグ 6 位で 6 年振りの J1 リー

グ昇格プレーオフへ進出。2 年目となる小林慶行監督の元、J1 昇格をかけて 2024

シーズンを戦う。クラブにはレディースチームもあり、日本代表経験選手を中心に

女子プロサッカーリーグ「WE リーグ」で戦っている。 

 

 

 

〇シーズンスケジュール 

 

 

 

 

 

 

「KEIYO TEAM6+」2024年シーズン年間スケジュール

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

Fリーグ（フットサル）

　バルドラール浦安

日本女子フットサルリーグ（フットサル）

　バルドラール浦安ラス・ボニータス

ジャパンラグビーリーグワン（ラグビー）

　浦安D-Rocks

Bリーグ（バスケットボール）

　千葉ジェッツ

　アルティーリ千葉

Xリーグ（アメフト）

　オービックシーガルズ

　IBMビッグブルー

パ・リーグ（野球）

　千葉ロッテマリーンズ

Vリーグ（バレーボール）

　千葉ゼルバ

Jリーグ（サッカー）

　ジェフユナイテッド市原・千葉

WEリーグ（女子サッカー）

　ジェフユナイテッド市原・千葉

2024年

▼2024-25年シーズン開幕予定

▼2024-25年シーズン開幕予定

▼2024-25年シーズン開幕予定

2023-24年シーズン

▼2024-25シーズン

▼2024-25年シーズン開幕予定2023-24年シーズン

2023-24年シーズン

2023-24年シーズン

▼2024年シーズン開幕予定

2023-24年シーズン

2023-24年シーズン

▼2024年シーズン開幕予定

▼2024-25年シーズン開幕予定

2023-24年シーズン ▼2024-25年シーズン開幕予定

開幕予定


